
顧誌上の認で戴く．三三あるごと．仁．’3ζ歓を重ね黛せても、ただけ性ぱ季い石
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㌦廃児島県『に於ける麓集落の
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傭宛地珈三社行双圧副て三三鹿児島眞猟。て行・・．三門蜘瓶吏

地蟹学の並翻・磯集滋成立二三婦艇魔蜘纏噴らが1二玩更k池州の

鍛重条う牛しいがに哲硲対応し、或いは卿応レて行・たハヒいう焦に本貫擾

の主」三三量い廷．地回導遜L湧藥・をするk鶴更に広い視野ド立って種《の’叙

野【・迄莇入6べき獄硬あ翻．実稼私が礁欝た銘瞬過蜘唖筋リ地理

惇紺彦寮に三三らな．がっに献」諜題ド対す愚激切なる言葉賦箆っβ、夢ながっ

たの題淋上の加き毒のヒなつ叡蝦銘《イ斗ヒして三三鍛腕の鼠取り扱・五墾

二二、本環の盲款鍛寵拭特巽怠ものであり、それが又蔑集落肥立め一丁男た

る位畳ド房愚ことに庄資し気がらである．目然蝦・寵ρ中石も地：形・地穣．気

候の乏赤野に勧たバ．地影上薩要なこと骨細外されて・峰こ層ヒ又也，

虞上匙の獄齢沖生干でご嶋・ゑお・・て或・磁中生胤ヒ二王κ切尚に

畑馳或論戴て嘱こ騰雄鷲気候三野鞭候への聯縁
ヒしてめ性格を；有してい強；ヒ、及び県内の凹気候区｝こついて盛べた・以上

で自然厳魔の太要をっ杁臨．これよリ丁丁題の一丁・の麓算落1・ついて蓬べる’

めであ＆が．・まナ護，の意義瓜び房禰を蝿らかにし、潟肋＼ら麓φ立地条件ヒ

してい力＼ねる．地域献選ゆれたゐ噸っ、イ罐の点で他の簾落…匿《在、庸、恥．・

といかなる痢懸斌あったカ＼、更に麗在｝（至る迄φ丁丁及贋：在の県内で．15診て

い．る地位について拠べて来たヅ本一県・の屍在め主要・郡帝の前「身をさヵ＼のぼれげ

そめ瑠んビ球差集溶に起．因レて冒・る七ヒ、そしてノ今噸も善双浴的郡市ヒして

勉方政沿、軽溌，文イ込、衣湧。め中心也ヒな）、機熊ヒ慰封嚢蜘題政治一色

なもの献ら、現在忠次）をに都市鞠概能を甚し課業三尊彩および夢男iこなって

末・ている。肺・し劇嘱政治殉樹二三す・が9他の集湘のぱお紅・ぬ、…て

甘脈えた麓か今・、ぱ：さびれた韻含町で蓼綱慰農紫を営んでいる町もあみが、

之の巌擢所て…遵がってめ蔑の姿一を毘るこビがこで∫き憲のてあみ。このこ乞ぱ訪

局麟市評面外の豆或で蕩つとこヒ・部ぢ・後歩交亜がら欽漣懸通への蒙劃ご

槌っで地理上に占めている重要牲の暗減1こよる享紋壱絞である．．
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｝人上バ私の祷文腰高である斌醐内制限姻げれ蕨旧く銀嘩求し・

三三域魔蹴寵し琶て本県喚・・鮒聯の献甑遜三三
蔚用群堂物力＼を翼鮪ド明三三証して疎熱灰・
　’

静岡市東薦部の地形・と土地利用
一安湯川左．岸低地ヒ薦：慶由血陵西：部一

臼 月　郷 子

　親心地域赦静岡県の三三隊岸櫨地と蒲浅山丘曜陵の緬半で行菰よ鼠静雌市

に必ずん倥惣意蜜倍｝ゆ沖魚二野である静岡三野の・一部で東海適謙以南の

婆剖を暫の擾雅0丘上で畔業の使豊鷺旧来を通翻係鏡にレ紅
　本高文羅穿一浪紙冠慮域概魏運まず調査地或嚢禾レ・蜜煮・人ヌ二三を身

二、三章の前．提どして概説的｝こ猷・℃た・牙二章地形では．地形毒類の’三子ヒ

その詰；漿ドついて壼べ、飽形に瀬レてZ3の涛療を加えた．最改の穿乙章土

両々用で慰、土地利毘図・をもとに、その三三を地形面との岡係から三一ぐ・⊃笈

に叢蒙を地二品魚主ヒレて翫計を用㌧・て更にイ働劉窺状ヒ・気後の見回

なビし・ついて遮べ鳥をし鼠劇て調査地域ボ旧藩地方の一地域ヒして、審の

よう雛捲を項す崩吃喫べて土這這のまヒめ乞ほ・
　次にキニ、乏章の内証を一繭単に鍵べる・

ヤニ蜘踊：地形奔類臨2寿餅みのノの適形図「静岡嚇螂」乏蓋匿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こコ　　し　ロに4万泳のノめ餅耳眞乏潮いて予備侮凝噸をレ後の現地調蟹罵成
した調蜘域の鋤幽は．立湿地．イ蝶、游岸韓の三鰹力・ら成り三二

今、類の話巣は・巌、に禾した錘｝）で諺る・

　萩　地回介類ぐ村．麺彩／外三図）

　／，jL蔽：地也形　摂蝕平坦颪

　　　　　　　　　よ位台地面ζ二本平面）
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　　　　　　　　　　　　い
　　　　　　　　　，題煩斜面

　　　　　　　　　河成堪：覆面（楓底：平野．鏑状地）

　　　　　　　　　灘蝕崖

　　　　　　　　　游壊地
　2乙．湿地地形・　．含然堤防

　　　　　　　　　堤海旧地（後育湿癒を含も）
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